
 

令和７年度全建賞  推  薦  調  書 

 インフラ整備の事業又は施策の部（インフラの部） 
 

実施機関名（主事業の実施機関名） 
国土交通省 近畿地方整備局 港湾空港部 クルーズ振興・港湾物流企画室 

阪神国際港湾株式会社 

ふ   り   が   な    こうべこうにおけるにやくきかいこうどか（だつたんそ）じっしょうじぎょう 

1．事業 (施策 )の名称 神戸港における荷役機械高度化（脱炭素）実証事業 

2．事業(施策)実施期間（和暦） 令和 ５年12月27日  ～ 令和７年９月30日 

災害枠で推薦の場合 （災害発生日）  年  月  日  （災害名） 

3．事 業 費 (工 事 費 ) 704百万円 

4．キーワード CNP、カーボンニュートラル、水素エンジン発電機、RTG、荷役機械 

5．事業概要 

本事業は、令和7年4月1日から同年6月30日の期間、神戸港ポートアイランド（第2期）地区において、世界で初

めてタイヤ式門型クレーン（RTG）の動力部分をディーゼルエンジン発電機から水素エンジン発電機に換装し、実

際の港湾荷役の現場で安全かつ円滑に導入するための検証を行ったものである。 

 

6．アピールする事業又は施策の「手段」と「秀でた成果」 

ハード or ソフトの分類 

：該当する方に○印 
① ハード面 に秀でた事業 ② ソフト面 に秀でた取組 

アピールする 

１）「手段」 

（ｂ）新しい建設技術（DX（i-Construction を

含む）、GX（脱炭素化を含む）や調査・研

究等手法を含む）の導入、活用 

（ ） 

（ ） 

（ ） 

（ ） 

（ ） 

（ ） 

（ ） 

アピールする 

２）「秀でた成果」 

（i）環境保全対策 

（ ） 

（ ） 

（ ） 

（ ） 

（ ） 

（ ） 

（ ） 

 

7．特にアピールしたい点 

世界初の水素エンジン発電機換装RTGの現地稼働実証によって、RTG対応の水素エンジン発電機の開発、燃

費、温室効果ガスの削減量、操作性、港湾荷役現場での水素充填手法、運用方法等の知見が得られた。前例の

なかった水素エンジン発電機の開発や水素充填設備整備等は容易ではなかったにも関わらず、当初の想定より

も実運用に近い形での稼働を実現することができた。本実証で得られた成果を活用し、国土交通省港湾局にお

いて、現地導入に向けた検討・整理が行われる予定であり、荷役機械の現場への水素導入の可能性の選択肢

を広げることに大きく貢献した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

8．事業を代表する写真及びキャプション 

 

   
水素エンジン発電機換装RTGの全景        水素エンジン発電機換装RTGの稼働状況 

 

 

9．事業内容・添付資料〔特徴を示す写真、諸元(位置図、標準断面図、施策のﾌﾛｰﾁｬｰﾄ、ＰＩの方法 等)〕 

事業内容 

 

本事業は、令和7年4月1日～同年6月30日の期間、神戸

港ポートアイランド（第2期）地区PC15～17（KICT）において

、タイヤ式門型クレーン(RTG)の動力部分をディーゼルエン

ジン発電機から水素エンジン発電機に換装し、現地におい

て稼働実証を実施したものである。 

現在、多くの RTG が二酸化炭素の排出を伴うディーゼ

ルエンジン発電機で稼働している状況であり、港湾荷役機

械として広く利用されている RTGへの水素の利活用の可

能性の検討に、本実証が大きく寄与するものと考えられる

ことから、その成果について報告する。 

本実証により収集したデータ及び成果については、国土

交通省港湾局における「水素を燃料とする荷役機械の導入

に係るガイドライン（仮称）」（案）の作成や港湾施設の技術

上の基準の改訂等に活用される予定である。 

 

 
図. 荷役機械の発電機の換装 

 

ポートアイランド 

（第２期）地区 

PC15～17 

(出典)地理院地図 

図. 実証場所 

ポートアイランド 

（第２期）地区 

PC15～17 

(出典)地理院地図 

図. 実証場所 



 

６．アピールする事業又は施策の「手段」〔①-1）-b〕 

 

世界ではカーボンニュートラルの目標を表明する国・地域

が急増しており、日本においても2050年カーボンニュートラル

等の政府目標の下、カーボンニュートラルポート（CNP）の形

成を推進している。港湾・臨海部では温室効果ガスを排出する

産業が集積しており、水素・アンモニア等の受入環境の整備を

行うことによる、産業構造の転換や競争力強化への貢献が重

要である。また、港湾施設の脱炭素化等の取組を進めること

により荷主や船社から選ばれる競争力のある港湾の形成を

目指している。 

次世代燃料である水素を燃料とする荷役機械の技術開発

や環境整備を図るための現地稼働実証については、水素燃

料電池での事例はあるものの、水素を燃焼させる水素エン

ジン発電機での実証は、神戸港における本実証が世界初

の取組である。 

令和5年度から2か年にわたり事前調査・設計・開発・水素充填設備整備・試運転調整等を実施した。燃料を燃

焼しエンジンを駆動させる過程において、水素の場合は軽油の場合と比較し、燃焼温度が高温となる傾向にあり

NOx1）排出が増加するといった懸念点がある。そのため、特に開発においては、既存のディーゼルエンジン発電

機からの改良を行う際、水素と空気の混合割合の調節によりNOx排出量を抑える工夫を凝らした。また、移動式

水素ステーション及び詰所等に必要な電力確保に際し、燃料にRD2）を用いたディーゼルエンジン発電機を使用

することにより実質的なCO2排出量を抑え、実証全体での温室効果ガス等排出削減に寄与した。 
 

NOx 1）：窒素酸化物。 

RD  2）：リニューアブルディーゼル。バイオ燃料であり、温室効果ガスの排出量の大幅な削減が可能である。 

 

６．アピールする事業又は施策の「秀でた成果」〔①-2）-i〕 

 

本実証により、RTGの動力部分に水素エンジンの適用が

可能であり、比較的低純度（95％以上）の水素であっても

RTGの稼働が可能であることが確認できた。 

NOx排出量について、上記で述べた水素と空気の混合

割合の調節により、本実証で用いた水素エンジン発電機と

従来型ディーゼルエンジン発電機を55kW定格運転時という

同条件の下で比較すると、前者は後者に比して約70％の

削減効果が確認され、軽油よりも燃焼温度の高い水素であ

ってもNOx排出量の削減効果を得られる結果となった。 

また、実証機の機能としてアイドリングストップ3）が搭載されており、本実証では、実運用を想定した段階的な稼

働検証を行う中で、燃費向上を目的として同機能を活用した。アイドリングストップを実施した場合、時間当たり

の水素消費量が1.86kg-H2/hrとの結果が得られ、既存の理論値である5～6 kg-H2/hrを下回る水素消費量で稼

働できることを確認した。また、21時頃までの夜間運用といった条件の下、アイドリングストップ実施の有無によ

る1日当たりのCO2排出量を比較すると、約36.4％の削減効果が得られた。本実証はグレー水素を燃料として使

用したが、水素生成の過程においてCO2の発生が少ないブルー水素やグリーン水素等を使用することにより、

CO2排出量を更に削減することも可能である。 

現地稼働実証では、当初、故障・燃料欠乏などのリスクを避けるため水素充填エリア近傍にて短時間での荷役

を実施していたが、現地での動作状況を踏まえ、本船からの荷下ろしや荷積みを含む本船荷役を行ったほか、21

時頃までの長時間稼働やアイドリングストップの導入等によって、より実運用に近い形での稼働検証を実現すると

ともに、大きなトラブルもなく実証を終えることができた。 
アイドリングストップ 3）：図のように定められたバッテリー容量になると、エンジンの始動や停止を行う機能。アイドリングストップに

より、燃料の消費を削減することが可能となる。 

 

 
図. カーボンニュートラルポート（CNP）のイメージ 

 

図. アイドリングストップのイメージ 
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